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	１．継続的な原子力の安全性向上のための自律的システムの必要性の認識
	（１）基本的な認識
	■　福島第一原子力発電所事故を契機に、原子力事業者等の産業界や政府をはじめとして、原子力に関わる関係者が「過酷事故は絶対に起きない」との「安全神話」に陥り、過酷事故のリスクや安全性の向上に向けた検討や対策が十分に行われていなかったこと、またそうした状況が外部からはなかなか見えず、改善の動機も生じづらい閉鎖的な状況（いわゆる「原子力ムラ」）に陥っていたことが明らかとなった。原子力発電が複雑かつ高度な技術体系であることもあり、そのリスクや安全性に関して国民への継続的な理解活動が求められているが、まだま...
	■　原子力発電には、「ゼロリスク」は無く、どれだけ安全対策を行ったとしても残余のリスクは残る。また、確率的には頻度が低いものの、ひとたび燃料の損傷を伴う大きな事故に至れば、事故の影響は甚大であるという特性を持つ。
	■　原子力が長期的に利用されていく前提は、こうした特性を持つ原子力発電が、他の電源を含めた競争環境の中にあっても、リスクに関するあらゆる情報を適切に管理し、関係者間で共有し、低減していく仕組みを持つことである。そして、関係者は一丸となって、これらの点についてしっかりと説明責任を果たし、理解の確保に向けて不断の努力を積み重ねていかなければならない。
	■　そのためには、関係者が規制要求を満たすのみならず、リスク情報の活用やパフォーマンスベースの考え方等を用いながら、継続的・自発的に安全性の向上に取り組み、合理的に可能な限りリスクを低減し、適切に管理する仕組みを構築すること、そしてその取組の目指すところや実際の効果を多くの者にわかりやすく伝えていくことが必要である。
	■　このため、まずは、原子力発電に携わるあらゆる関係者が、自らの役割をしっかりと果たし、望ましい取組のあり方を自らに問いかけ続け、原発の稼働状況に関わらず、安全性を高めていく努力を行う。
	■　さらに、これらの関係者が相互に適切にコミュニケーションを図り、それぞれの取組が効果的に作用しあう関係を築くことで、より高い安全性を実現していく。
	■　これらの取組により、万が一トラブルや事故が生じた場合であっても、それらを乗り越えていく、「継続的な原子力の安全性向上のための自律的システム（以下「自律的システム」と言う。）」の確立を目指す。
	（２）自律的システムに求められる主な特性
	①　原子力に関わるステークホルダーを包含
	自律的システムが強固なものとなるには、電気事業者や規制機関をはじめ、メーカー、ゼネコン、研究機関、関係学協会等、原子力発電に関わるステークホルダーが包含され、それぞれが必要な機能を果たす必要がある。
	（必要な機能）
	－原子力発電所を運転する電気事業者自身が、規制機関等との対話を重ねながら、自らの判断で不断の安全確保に努める。
	－各電気事業者は、安全性向上に関する取組を相互に指摘し合い（ピアプレッシャー）、業界全体で安全性を高め合う。
	－電気事業者をはじめ、メーカー、ゼネコン、研究機関、学会等を含む原子力産業界が一丸となり、安全性の向上に向けた研究・検討を行い、最新の知見を安全対策に反映していく。
	－原子力産業界は、安全対策の状況やパフォーマンス等について、それぞれ又は適宜協力し、国民・自治体・報道機関等のステークホルダーに対し、丁寧でわかりやすい情報発信を積極的に行う。また、ステークホルダーからの質問・意見を受け止め、改めるべきところは改めるなど、真摯に対応する。
	－原子力政策担当官庁は、事業者が自主規制活動等に真剣に取り組むよう働きかけ、安全性向上に向けた研究開発への支援等を行うとともに、国民等のステークホルダーに対して、これらの取組の内容や意義等に係る説明責任を果たしていく。
	継続的な原子力の安全性向上のための自律的システム（イメージ）
	②　共通の目標
	自律的システムの目標は、関係者が、継続的・自律的に原子力の安全性の向上に取りくむとの方針の下、合理的に可能な限りリスクを低減し、適切に管理することである。自律的システムに包含される全てのステークホルダーは、この目標を共有する必要がある。
	③　健全な対話による相互作用
	電気事業者や規制機関等をはじめとする関係者は、上記の共通目標の達成に向けて、健全な形での対話（安全に対する共通の目標の下、互いに建設的な意見を交わすこと）を重ねていく必要がある。
	④　システムが実効たり得るために必要な安全文化
	システムが実効的に機能するためには、関係組織、及びその構成員である者の一人ひとりが、安全文化を身につける必要がある。
	（健全な安全文化の主な要素）
	－全ての個人が、安全に対する自らの責任を認識し、厳格かつ慎重に全うする
	－全ての個人が、安全向上のためにたゆまぬ学習を継続し、組織はそのための環境を常に整える
	－全ての個人が、現状に慢心することなく、常に問いただす姿勢を持ち続ける
	⑤　リスク情報の活用
	リスク情報を活用することによって、安全対策における資源の合理的な配分が可能となる。原子力のリスクを合理的に可能な限り低減させるには、リスクの分析・評価をしっかりと行い、科学的合理性の高いリスク管理及びリスク低減対策が実施されているか否かを把握すること、その結果に応じて必要な対応を講じることが重要である。こうしたリスク管理の基盤として、意思決定・判断におけるリスク情報の活用方法を明確化し、その取組を進めていく必要がある。
	⑥　技術基盤の構築
	電気事業者、メーカー、ゼネコン、研究機関、学協会、原子力政策所管官庁等の関係者が、安全性向上への具体的な課題を把握・共有し、先に取りまとめた軽水炉安全技術・人材ロードマップ等に基づいて、一丸となって、その解決を目指した研究開発を進めていく必要がある。
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